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別紙標準様式（第７条関係） 会 議 録 

会 議 の 名 称 第３２期 第２回社会教育委員会議 

開 催 日 時 平成２４年２月１日（水） 
１６時００分から 

１７時３０分まで 

開 催 場 所 第２委員会室 

出 席 者 

西邨定実議長、石塚美穂副議長、 

大西宏明委員、加堂裕規委員、児島秀治委員、中野小津枝委員 

中村奈緒美委員、西田スマコ委員、山下恵美委員 

[事務局] 

社会教育部／岸部長、松宮次長 

中央図書館／大本館長、竹本課長 

社会教育青尐年課／武田課長、関主幹、岡田課長代理 

川口係長、加地 

文化財課／鈴江課長 

スポーツ振興課／あべ木課長 

欠 席 者 青野明子委員、植松千代美委員、松浦清委員 

案  件  名 

今期の社会教育委員会議のテーマについて 

・「防災・安全安心教育について」 

・「社会教育の現状と社会教育の意義について思うこと」 

提 出 さ れ た 資 料 等 の 

名 称 

・資料１．次第 

・資料２．防災・安全安心教育について 

・資料３．社会の現状と社会教育の意義について 

・資料４．平成２３年度版・教育のまち ひらかた 

・資料５．社協連情報 

・資料６．図書館年報２０１１ 

・資料７．枚方公園青尐年センターのあり方について（答申書） 

決   定   事   項 
第 32 期社会教育委員会議のテーマについて、次回以降引き続

き議論していくこととした 

会議の公開、非公開の別 

及 び 非 公 開 の 理 由 
公開、一部非公開（枚方市情報公開条例第６条第６号） 

会議録等の公表、非公表

の別及び非公表の理由 
公表（行政資料コーナー及びホームページで公表） 

傍 聴 者 の 数 １人 

所 管 部 署 

（ 事 務 局 ） 
社会教育部社会教育青尐年課 
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審  議  内  容 

西邨議長   ただいまより第３２期第２回枚方市社会教育委員会議を開催い

たします。委員の皆様におかれましては、公私ご多忙の折、ご出席

をいただきましてありがとうございます。 

ただいまより会議に入りたいと思いますが、初めに岸社会教育部

長よりごあいさつをいただきたいと思います。 

 

岸 部長   ＜冒頭挨拶＞ 

 

西邨議長   では、事務局から、本日の出席並びに資料の確認をお願いします。 

 

〈事務局〉  本日の委員の出席状況は、委員１２人中９人の出席でございます。

過半数の出席がありますので、枚方市社会教育委員会議運営要綱第

5 条により会議が成立していることをご報告申し上げます。青野委

員、植松委員、松浦委員は所用のためご欠席です。 

  〈事務局より資料の確認を行う〉 

 

西邨議長   ありがとうございました。 

 それでは、本日の会議の進め方についてですが、まず、案件１と

しまして、「今期の社会教育委員会議のテーマについて」です。こ

れは、昨年８月の第１回会議の折に事務局から、現時点において、

教育委員会からの具体的な案件がないということでしたので、各委

員さんより案件を募りました。加堂委員と中野委員からのご提案を

いただいております。まず、案件１につきまして、中野委員からご

報告をお願いします。 

 

中野委員   こんにちは。中野でございます。 

１月２４日に、大阪府市町村社会教育委員研究会議に出席させて

いただきました。そのときにお聞きした、平成１９年に府の社会教

育委員会議が提言した府民の社会参加を促進する社会教育行政の

あり方という提言も読ませていただきました。まだ見たばかりです

ので、自分のものにはなっていませんが、その中から尐しご紹介し

て、考えるきっかけにしていただければと思っています。 

 会議と提言の中で、社会教育として取り組んでいるが、現状認識

としては地域の関係が希薄になったり、格差が拡大したりというこ

とで、多様化したニーズになかなかこたえられていないのではない

かということをお聞きしました。学習の場や機会があっても、それ

に参加することが困難な状況の人がいるのではないかということ

です。この状態を放置しておくと、図書館活動にしろ、いろいろな
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地域の活動にしろ、お金を払える人だけが参加できるという状況に

なってきて、なかなか自発的学習にはなりにくいという課題です。

必要な課題をいかに要求課題にしていくかということが、これから

の取り組むべき課題ではないかというお話があったと思います。 

 東日本大震災のときに、絆という言葉をよくお聞きになり、人と

のつながりを大事に思った方が多かったのではないかと思います。 

この提言の中でも、社会教育促進のキーワードはつなぐということ

ではないかと書かれております。行政としても、多様なニーズに基

づく課題にこたえようということで施策を展開していると思うの

ですが、より効果的な施策を実施していくためには、やはり人と人

とのつながりで、受け皿となる地域社会をどうつくっていくかとい

うことが重要ではないかと書かれております。震災のときにそうい

うことを感じても、地域の中でつながりをどうつくっていくのかと

いうところまでは、現実の中でなかなか難しいと思います。 

 仮設住宅にしても知らない者が集まって、なかなかうまくコミュ

ニケーションもとれないとか、孤独死という話も出ています。そん

なときに、どう自分たちが実践していくかという意識づくりが大事

なのではないかと感じました。例えば、枚方であれば、地震やその

他の災害は予想されると思います。いざとなったときに自分たちで

考えて動けて判断できるように、意識と自覚を持てるような取り組

みを日々しておかないといけないと。日常の中で常に考えられるよ

うな状況をつくっていくことが、自分の身を守るというところにつ

ながっていくのではないかと思いました。ということで、このテー

マに取り組むというのは必要ではないかというところで、１つのき

っかけづくりで考えていただければと思っております。 

 

西邨議長   ありがとうございました。それでは、事務局から、今の提案に対

して何かつけ加える資料等がありましたら、ご報告をお願いしま

す。 

 

〈事務局〉  枚方市の防災教育は、主に学校が行っています。学校における防

災教育は、安全な生活を子どもたちが営むために必要な事柄を理解

すること、心身の発達段階に応じて、地震等の災害時に安全な行動

ができるような態度を身につけることを目的として行われていま

す。具体的には、小学校の体育、中学校の保健体育及び特別活動を

中心に、家庭や地域と連携を図りながら、学校教育全体で行ってい

ます。新学習指導要領においても、防災教育の充実がうたわれてい

ます。 

 枚方市の小中学校では、毎年、学校安全計画を作成し、安全教育

の推進につとめていますが、年間を通じて火災訓練、風水害、地震
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等の避難訓練を行い、体験を通して、児童や生徒の危機管理意識の

向上を図るとともに、防災についての講話や実践指導等の取り組み

を行い、防災に対する意識の高揚を図っています。 

 また、非常災害時に的確な対応ができる子どもの育成を図るため

に、地震等の災害発生時に避難所となる小学校体育館に宿泊し、児

童が保護者や地域住民とともに、給水車から水をもらったり、市内

に分散備蓄している災害用の備蓄品の一部である非常食を試食し

たり、避難所生活を想定した体験を行う学校防災キャンプ授業を実

施しています。これは、配付したリーフレット「教育のまち ひら

かた」の中ページ右上のほうに一部写真が載っております。地域の

人々との触れ合いやつながりの中で、児童の防災意識の啓発を図

り、小学校での防災宿泊体験等を実施しています。 

 災害用の備蓄品の分散備蓄については、小学校を中心として、毛

布や断熱シート、ブルーシートをはじめ、バールやスコップ、のこ

ぎりなどの機材、それからポリバケツ、乾電池などの分散備蓄をし

ており、非常用の備品を試食をすることも行っています。 

 

西邨議長   ありがとうございました。それでは、何か各委員からご意見等あ

りましたら、お受けしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 特にご発言がないようですので、加堂委員からのご報告を受けた

後、再度ゆっくりとご質問をお受けしたいと思います。 

 では、加堂委員からも、ご説明をお願いします。 

 

加堂委員   関西外大の加堂です。 

 実は、社会教育というのは、どこにでも芽があるということです。

そういう中で、我が町の元気をつくっていくのだと思います。余裕

を持って、ゆとりを持って、いろいろなことを議論していく中で何

かいいことが出てくる気がします。 

 「新たな社会教育委員会議の提言」は非常によくできたもので、

もっと早く読んでおけば、皆さんに読んでもらって、それについて

の議論をするというのが一番よかったのですが、今、急に、これだ

けのものを出させてもらうのは無理があると思います。また次回の

課題として。非常によく書かれていると思います。 

 まず、市の社会教育の現状と市のことについて、皆さんが勉強す

ることから始める必要があると思いました。 

２番目に書いた教育基本法の話を簡単に言うと、これを審議され

るときに、今までの育てる感じの教育から公共の精神や伝統の継承

ということで上から抑えていく感じの発想について議論がありま

す。中身をよく考えてみると、戦後５０年以上たって社会が変わる

中で、やはり不十分な点がかなり出ています。２枚目に社会教育に
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関する部分で、改正前の教育基本法と現行と対比して簡単に書きま

した。例えば、社会教育の意義について、前の第７条、現在の第１

２条で、個人の要望や社会の要請にこたえ、社会において行われる

教育という形で、具体的によくわかるような形になっています。ま

た、図書館、博物館、公民館などに加え、その他の社会教育施設の

設備、社会教育の振興という概念、社会教育については意義がもっ

とあるということを書いている内容であると思います。 

 今までになかったもので、次の第１３条に、学校、家庭及び地域

住民との相互の連携、協力というような条項が新たにでき、学校、

家庭及び地域住民、その他の関係者は、教育におけるそれぞれの役

割、責任を自覚するとともに、相互の連携及び協力に努めるという

内容になりました。それに関連して社会教育法も、平成２０年に改

正される中で、大阪府が去年出した新たな社会教育委員会議の提

言、これは非常によくできている内容です。 

 現在の社会は、子どもが地域に育てられている感じではなく、同

じ地域にいても、１つ２つ年が離れると、なかなか一緒に交わった

りはなく、個人個人の趣味やテレビ、あるいはおけいこ事、勉強と

いうことで、地域の人たちが子どもを通じて触れ合うことがなくな

っています。そのような中で、社会教育をどのように進めていくか

という話において、地域の日常的な活動の活性化や、そういう仕組

みをつくるとか、いろいろな形を提案しています。そういう地域の

つながりを、むしろ社会が地域へ手をさしのべ、何らかの仕掛けを

することによって活性化していく。それが非常に大事だということ

が、この法律の改正や提言の中にあると思うんです。 

 さて、そういう中で、これは８月にいただいた社会教育法の第１

７条のことで、社会教育委員の職務ということがそこには書かれて

います。これまでやっておられましたように、主に諮問に応じて意

見を述べる、あるいは研究調査、助言と指導が社会教育委員の職務

としてあるわけです。町の人々の皆さんが活動しておられる活動の

中で生まれたことを反映していく。その中で新しい動きを感じとっ

て、それに何かを提案していく。その中から新しい地域の活動、市

民の生活をよくしていくというようなことを思いました。 

 皆さんにも、これまでの社会教育に関するかかわりと、感じてい

ることをおっしゃっていただくと、お互いのことがよくわかると思

います。その上で、これからの活動ができると思います。 

私は大学で教え出して３７年たったのですけれども、科目は政治

学、主に社会学です。政治教育をするというのは、１つの考え方を

生徒に教えるためではなく、もっといろいろな角度から考えられ

る、社会の現実に目を背けない、考えていくという教育をつくって

いかないと、自分でものを考えることができなくなっていくと思い
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ます。社会のことがわからず、盲目的に起こす反抗が社会の絆を壊

していくに違いないと、ずっと三十何年前から言っています。いろ

いろな先生がいて、いろいろな考え方があっていい。そういう中で

子どもはもまれていくという感じにしないと、純粋培養で何もしな

いのは、結局、現代の子どもたちがいろいろな形で問題行動を起こ

していく１つの原因だと私は思っています。 

 大学のある箕面市で国際交流で私が教えていた学生は、どんどん

積極的に意見を言ってくれました。それから、住んでいる地元能勢

町のほうでいろいろな委員をしていました。特に今やっているの

は、生徒が集まらなくて困っている地元の高校を何とか残したい

と、町ぐるみで応援する会を立ち上げまして、顧問という形でやっ

ています。それから、もう１つは、子どもが小学生、中学生のとき

にはＰＴＡの役員でした。 

現代の社会教育において問われるのは、やはり、社会を放ってお

くのではなく、一緒に社会をつくっていく。地域や社会を楽しくし

ていくような人たちをつくっていくことが、府の提言にもあること

だと思うのです。皆さんの意見、考えをもっと反映していただいて、

皆さんが元気になることで、枚方市の社会や住民が元気になってい

くように尐しは役に立ちたいと思っています。 

 

西邨議長   ありがとうございました。各委員さんから何かご意見はあります

か。１月２４日に行われた大阪府の社会教育委員会議の研修会につ

いて事務局から大体の雰囲気だけでもご報告いただけると、参加し

ていない委員にとっては参考になります。 

 

〈事務局〉  今、加堂先生、おっしゃってくださったように、最初、大阪大学

の平沢先生がご自分と社会教育のかかわりについてお話をされま

した。もともと平沢先生は人権教育専門の方なのですけれども、ず

っと大阪大学の人間科学部で教えてこられて、人権教育の取り組み

から社会教育に入ってこられたということで、多分、先生方はご覧

になってるかもしれませんけれども、「動詞から始まる人権学習」

というリストをごらんになった方もいらっしゃると思います。職員

の人権研修にも使わせていただいております。職員の研修を例にと

ると、遊ぶということをキーワードに、遊ぶという言葉から連想し

て、例えば、障害を持った方が遅くまで出かけていることに対して、

世間がステレオタイプでいろいろ思ったりすることについて議論

をしたりというような、どこにでもあるようなエピソードをもと

に、それぞれの日常の人権感覚というか、思いというか、そういう

ことを研究してまとめてこられた方です。 

 社会教育委員の研究会議ですので、大阪府内から会場に２００人
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ぐらい来られていて、行政の職員にはちょっと耳の痛い話もありま

して、年に１回ぐらいしか社会教育委員会議やっていない市は何市

ぐらいですかとか、２回はどれぐらいですかとか質問され、例えば、

その中で先ほど先生がおっしゃっていた河内長野の委員の方が、そ

れまでは、会議のほとんど、２時間の会議のうち１時間ぐらいが事

務局からの１年間の報告で、あと３０分ぐらいが尐し意見聴取みた

いだったのを、自分たちは市民に一番近いところにいるのだから、

身近な課題を検討するようなものに尐しずつ変えていこうとして

いますといったご報告がありました。枚方の場合は、尐し違うかな

と思っておりますが、ただ私の場合も、何期目かの社会教育委員会

議を担当させていただいたときに、どうしてもそうなりがちなとき

があって、委員の方を会議の席で怒られたことを思い出しました。

事務局は資料をもっと早く送るようにと怒られたことを思い出し

ながら、私は聞かせていただいていて、今、大阪府は、教育のコミ

ュニティづくりというのを去年社会教育委員会議の中で答申をさ

れ、各市町村に、教育を通して、子どもとのかかわりを持ち、大人

もつながっていくことが大事なんだというようなことで、そういう

啓発というか、事業を下してきています。枚方で考えてみたときに、

枚方は４５小学校区にコミュニティ協議会がございますし、それぞ

れのコミュニティで活発に青尐年の見守りから、防災から、まちづ

くりにかかわることをやっておられるので、何か大阪府で言ってお

られることは、ちょっと前の話かなと思ったりもしながら、いいと

ころはいいところで伺って、枚方は枚方で、既に教育という枞を超

えて広がっているものもあるので、それを生かして、関心あること

とか、また、社会教育委員さんもいろいろなところで活動されてい

るので、やっていけたらいいかなと思いました。大体、その教育コ

ミュニティづくりのそういう発表と、あと、各委員さんがほんとう

に自分の本音で、パネラーの方がおっしゃっていたのが、新鮮な会

議だったかなと思っています。 

 すみません、ちょっと話があっちこっちに行きましたけれども、

そんな感じです。 

 

西邨議長   ありがとうございました。何となく雰囲気はよくわかります。 

 それを踏まえ、各委員さんから、今、お二方にご報告をいただい

た件について、何かご意見等や皆さん方の社会教育に携わっておら

れるご経験等がありましたら、ぜひお聞かせください。  

 

大西委員   とても共感させていただくところがたくさんありまして、私ども

社団法人枚方青年会議所も、自分の町のことを自分で考えるよう

な、そういう環境をつくっていこうと活動しています。もう尐し自
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分たちの町を自分たちで何とかしていこうという人たちを増やす

ための環境づくりとして、フォーラムや例会をしています。 

 いろいろな部分からバランスよく吸い上げていく教育をしてい

こうと、学校だけではなく、地域、家庭、どこからでも学習できる

ような環境づくりを僕たちはしなければならないというので、今

年、生きる力についての事業をすることになっています。その先駆

けとして、昨年度に僕が理事長をさせていただいて、枚方市から小

学生を募集し、伊吹山へ夜間登山に行きました。夕方から登り始め

て夜中に上に着く。上で尐し仮眠をとって朝おりてくる。 

知識というのは知識であって、研修に結びつかなければ、やっぱ

り生きてこない学習なのかなと思います。例えば、ここにごみを捨

ててはいけないというのはわかっていても実際捨ててしまう。それ

は、自分の知識と自分が起こしている行動が結びつかないというの

がありまして、それを実体験してもらおうと、自分たちで休憩時間

を勝手にとったり、誰かがしんどくなったら、ちょっと休憩しよう

ととまってみたり、自分たちで考えるような環境づくりをしてみた

のです。体験から吸収できることはたくさんあって、それは多分机

にかじりついて勉強しているだけじゃない大切なものかなと。その

親御さんからもたくさんメールをいただき、尐し考え方が変わった

とか、１日の話をずっとしてたとか、子どもたちにとっては大分持

ってかえれるものがあったと思うのです。今年、生きる力というこ

とで、子どもたちに夢を与えられるような、将来こうなりたいとい

ろいろな大きい夢を持てるような事業を計画しています。 

 

西邨議長   ありがとうございました。その夜間登山なんですけれども、食事

はどうされたのですか。 

 

大西委員   当日は朝から集合して伊吹山へバスで向かい、山のふもとで子ど

もたちと一緒にカレーづくりをして、食べて片づけをして夕方から

登り始める。山の上で、カレーと一緒につくったおにぎりを夜食と

して皆で食べて、朝はバナナ１本を上で食べて、帰ってきた感じで

す。 

 

西邨議長   ありがとうございました。 

 今のお話と防災教育のお話を聞いてなかなかいい取り組みだと

思いました。例えば、ご飯は炊飯器のボタン１個押せば炊けるとい

う状況ですが、いざ何か起こったときに、今の生活があくまでも基

準になってしまっているので、それがないと何もできないような世

の中になっているのだなと痛感をしています。 

児島委員   加堂先生の２（３）社会教育法の改正という所で、学校、家庭、
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地域の連携という言葉があります。中学校では、平成１２年度ぐら

いから、この３者が協働して、連携をしながら子どもを育てようと

やっています。ただ、なかなかうまくいっている中学校区というの

はなく、行事は組むのだけれども、やはり家庭の積極的な参加とい

うのは尐ないです。ですので、今この三つのうちで一番欠けている

のは家庭教育ではないかなと思っています。 

どうすれば家庭同士のつながりができるかは、なかなか難しいと

思います。今、こういう社会ができてしまっているので、それを今

すぐというのはできなくても、家庭と家庭、ご近所さんのおつき合

いをつくっていく方向で考えていかなければならないと思います。 

 例えば、虐待も問題になっていますが、親が子どもの育て方をわ

からない。だから、泣いたときにどうすればよいかわからない。叩

いて終わりというのではなくて、おじいちゃんやおばあちゃんが一

緒に住んでいたら、止めることだってできるし、子どもはこうやっ

て育てていくんだよというのが言えるんだけれども、今は核家族

で、僕もしくは私、お父さん、お母さんの世帯が多いです。その中

で子どもは親からの知識だけで育っている。そして、今、大人にな

ってきている。近くに教えてもらう人がいないまま、個人主義的な

ものが割と出て、結局、わがままな家庭がいっぱいできてきている

かなと思います。そういう家庭ばかりじゃないんですけれども。 

 例えば、なかなか難しいですが、３世帯、僕もしくは私、お父さ

ん、お母さん、おじいちゃん、おばあちゃんという家庭をつくって

いく。もう尐し前に戻って、核家族以前の日本の世帯というような

ところに戻していったらいいんじゃないかと思います。なかなかさ

っとはできないけれども、２世帯住宅を推進するなど組み立てをし

ながら。おじいさん、おばあさんはお医者さんで近所づきあいとい

うか、いろいろ話ができるというような状態になっているけれど

も、それが地域で近所づきあいのできるような場所とか、状況をつ

くっていくというのが大事だと思います。おじいさん、おばあさん

同士が話を近所でできたら、あそこの家はこうやでとか、ここの家

はこうやでとか、いい、悪いはあると思うのですけれども、そんな

情報をお互い共有する中で、自分とこのうちをこういうふうにして

いこうねという話もできる。 

 実際、阪神淡路大震災のときに、神戸の方と淡路島の方とを比べ

ると、淡路島の方が救出率が高かったと聞いています。地域で、あ

のお家は誰が、この部屋はおじいちゃん、おばあちゃんがおるよと

いうのが、ある程度共有できていた違いだとも聞いています。時間

はかかると思いますが、２世帯を大事にしていけばいいんじゃない

かと思います。 

西邨議長   ありがとうございました。今、児島先生は中学校の校長先生とい
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うことで、家庭教育というか、家庭の構造、あり方について尐し意

見が出たと思いますが、ＰＴＡの山下委員はいかがでしょうか。 

 

山下委員   ＰＴＡ協議会から来させていただいております山下と申します。

よろしくお願いいたします。 

 この社会教育委員会議に参加したのも今年度からで、全くわから

ないまま、皆さんのお話についていくのがやっとの状態なのですけ

れども、ＰＴＡの代表というのもおこがましいのですが、幼稚園１

１園と小学校４５校と中学１９校、全部で７５園、学校があるので

すけれども、その中で活動させていただいていて、私自身ＰＴＡ協

議会として活動させていただくのも今年度が初めてで、どこに行っ

ても初めてのことばかりで、意見を言うというのがなかなか難しい

のですが、子どもたちが学校や幼稚園で過ごしやすくするために手

助けをするのがＰＴＡの役割の１つだと思うのです。そのために講

演会を開いて、保護者の方たちにいろいろな情報を与えたり、親と

先生とで交流会を持って、話し合いをして、子どもたちの教育の進

め方や学校での過ごし方について、一緒に相談しながら考えていく

というのも１つの大事なことだと思います。委員として参加してな

い人にも参加しやすい場所をつくっていってあげるというのも、こ

の１年やってきて、すごい大事なことだなとすごく感じました。い

ろいろな会議に参加して、まだ勉強させていただいている最中で

す。 

 

西邨議長   ありがとうございました。先ほどの児島委員と山下委員のご意見

を聞いていますと、過去にもこの会議で出てきたような話がたくさ

んあります。ＰＴＡでいろいろな行事を催されたときに、聞いてほ

しいお母さんはあまり出てこられないケースが多いんですよね。 

 

山下委員   そうですね。 

 

西邨議長   中学校でも、多分、学校でもそうだと思うんです。その方たちを

どうするかというのが、一番の難題だなといつも思っているんです

けれども、なかなか妙案が出てきませんので、今後またそういう話

ができたらなと思います。本日、ＮＰＯ法人から出てきていただい

る西田委員はいかがですか。 

 

西田委員   私も今回初めて委員になり、私は高齢者の生きがいづくりという

ことで、いろいろな講座を開いて、その学びを地域で生かしていけ

たらと活動しています。もちろん結果としては子育て支援とか、い

ろいろなところで受講生、修了者たちが活動している場面もありま
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すし、もちろん私の所属している日本アクティブＮＡＬＣ「天の川

クラブ」のボランティア団体も高齢者なんですね。定年退職後の人

たちが集まったグループなんですけれども、そこでも子育て支援と

かをさせていただいていますし、土曜日の「いきいき広場」でも、

私の講座を受けた人たちが子どもたちにマジックを見せて、触れ合

いの機会をつくるとか、そういう活動をさせていただいています。 

 私はもともと専門職なんですけれども、看護学校を運営したりと

か大学看護学部をつくったり、そういう仕事をしてきた中で、学生

たちを見ていると、本当に基本的な生活習慣ができていない。２０

年近く働いてきまして感じているんです。例えば、拭き掃除をする

のに、ぞうきんが絞れないとか、そういう基本的な生活習慣ができ

ていないというのを感じてきています。だから、学校教育って何だ

ろうなと思います。お友達を大事にするとか、他者と会話ができな

いんですね。コミュニケーションができないんです。 

 例えば、看護学校だったら病院実習があるんですけれども、お部

屋の前に立ったまま中によう入らない。お年寄りにどう声をかけて

いいかわからないというふうな学生がたくさん育ってきているん

です。それはどこに原因があるんだろうと、教育の場で悩んできま

したが、一緒に行って、「おはようございますから言葉をかけるの

よ」と教えていかなくてはいけないのが現状です。 

 いろいろなことを考えながら、尐しでも、今の私の立場では、定

年退職した人が閉じこもらないように、自分の人生の中で培ってき

た技術とか知識、それを継続学習することで、地域に貢献できない

かなということで日々努力させていただいています。 

 

西邨議長   ありがとうございました。中村委員、よろしくお願いします。 

 

中村委員   私も初めてなんですけれども、今、皆さんのご意見や今までの経

歴等を聞かせていただいて、小学校での教育がすごく大事だという

のは、私が勤め出した頃から思っていることですけれども、まさし

く今の西田委員の言われた１から１０まで言われないとわからな

い、大きくなっても、自分が今何をしなければいけないかというこ

との指示待ちの状態になってしまっているということに、何かもの

すごく責任を感じるような気もしながら聞かせていただきました。 

 それで、私も教育基本法の改正で、学校、家庭、地域の連携とい

うものが新設されたということは、やはり大きいことだと思いまし

た。それをあえて法律の中で謳わなければいけない現状があるから

こそ、こういうことが出てきたんやなとは思うんですが、それで、

こんなことも入れないといけないのかという部分と、今、小学校で

勤めさせていただいていて、こういうことからも広げられるかなと
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感じるところが幾つかあるので、そのお話をちょっとさせていただ

こうかなと思います。子どもを通した家庭、それと地域、学校をつ

なぐということですが、今まで、保護者と学校、それから学校と地

域、そのつながりは今までもなかったわけではないと思うんです。

その３つが連携するということの大切さを今すごく感じています。 

 家庭がいろいろ複雑になってきて、いろいろなことを催しても保

護者に来てもらえないこともあります。学校からの連絡が本当に伝

わっているのかなということも多々感じることがあります。子ども

を通して保護者に啓発して、それも一度や二度じゃなくて、繰り返

し繰り返しすることで保護者を変えることができるというのをち

ょっと実感したことがあるんです。今年、お弁当づくりの日という

のを日曜参観のときに初めて取り組みました。子どもがお手紙を持

って帰っても保護者に伝えないということもありますし、子どもに

いろいろなことをやってもらう、それを家族を巻き込んでやっても

らうという形のものを何回か繰り返して、事前にやらせていただい

たんです。そして、当日迎えたときには、本当にお弁当を持ってこ

ない子がいたらどうしようと、それが一番の不安なところだったん

です。 

 ところが、その日、お弁当を持ってこなかった子は一人もいませ

んでした。それどころか、一番驚いたのは、家庭的にいろいろあり

ますので、しんどいかなと思う家庭がなかったわけでもないので

す。でも、その保護者が、朝早くから起きて、一緒に子どもとやっ

てもらったことが、すごく子どもが嬉しかったのか、登校してくる

なり、私にわざわざ言いに来てくれるということもあったんです

ね。これは一例ですが、子どもを通して、子どもがこういうことを

やりたいんや、こういうのをやっていこうよということを家庭に働

きかけたとき、保護者にすごく動いてもらえる。そして、学校公開

の日にしていましたので、地域にも啓発することができたんです。 

 そういうことが１つあったのと、それから、ＰＴＡと地域がつな

がること、それによって世代間がいろいろつながることにもなるん

じゃないかなという例も１つあります。コミュニティの活動として

もちつき大会があったんです。それにＰＴＡが世代間交流というこ

とを兼ねて、おもちつきをされる日に、子どもたちがお店を開く催

しを、去年からＰＴＡと福祉委員会が中心になった形でしてくださ

ったんです。そしたら、今までもちつきだけに来ておられたコミュ

ニティのお年寄りもいらっしゃいますし、学校と接点がないような

方たちが、今年こういうのをやると聞いたからと来てもらえたり、

３世代同居というのはできれば一番いいんですけれども、なかなか

そういうのも難しい中、学校を拠点として地域と家庭をつなぐこと

を模索していけるかなと感じています。 
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 中野委員から言っていただいた防災教育に関しては、中学校も一

緒だと思うんですけれども、東日本大震災によって、今までの学校

でつくっていたマニュアルに見直さないといけないことが多々出

てきました。ただ、あまりにも膨大なので一気にというわけにはい

きません。今それぞれの学校で見直して、それを学校安全計画に反

映させるということをやっています。そこにも地域とのつながり

が、切っても切れないものがあるので連携を深めていきたい、いか

なければならないと感じています。 

 

西邨議長   ありがとうございました。 

  

西田委員   多分、ＮＡＬＣもお手伝いさせていただいたと思います。 

 

中村委員   そうですか、ありがとうございます。 

 

西邨議長   順番によろしくお願いします。 

 

石塚副議長  私も２４日の大阪府の会議に出席しました。すごく地域差がある

中で、枚方市もなかなかやるやんというか、一歩進んでるんじゃな

いのかなという印象を持ちました。それで、地域のコミュニケーシ

ョンの大切さ、社会教育の大切さを痛感して帰ってきたような次第

なんですけれども、私の立場に置きかえて考えてみますと、手作り

絵本の会を始めてかれこれ２０年になりました。楠葉公民館主催の

保育つき講座に参加したのがきっかけでした。いち早く枚方市は保

育つきの講座をやっていただいておりまして、預けて、自分だけの

時間を持てるということで参加させていただいたのですけれども、

その後、今５つのグループになってますけれども、どんどん輪が広

がりまして、今２０代から７０代までの方が４０名弱ですけれども

メンバーがおります。 

 特に最近感じておりますことは、以前なら保育つき講座なので、

小さいお子さんを連れて、１歳、２歳、３歳という感じのお子さん

を連れて参加されるんですが、以前に比べますと、社会復帰される

お母様方が大変多いです。幼稚園も延長保育があったりします。サ

ークルには参加されているんですが、実際に招集しますとなかなか

出てこれない。行きたいんだけれども、出てこれないという状況が

あります。 

 なので、生涯学習センターの利用率というか、利用年代がどうな

っているのか、ちょっと詳しいことはわからないのですけれども、

実際に行ってますと、若いお母様方、それから高齢者の方の利用が

すごく多いような感じがしています。なので、若い方たちが、生涯
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学習センターに行けるような仕掛けというものが要るんじゃない

かなというのをちょっと痛感しています。 

 ただ、２０代から７０代の方がいるということで、若いお母さん

に７０代の方がいろいろ教えたりですとか、孫のような世代の赤ち

ゃんや子どもを連れて参加していますので、面倒を見たりですと

か、その中で会話ができたり、地域のコミュニティそのものが発展

して、意外といいんじゃないかなと感じています。絵本というのは

自己表現の１つの形だと思っています。登校拒否の子が絵本をきっ

かけにちょっと話す糸口ができたとか、思春期の娘のためにこれは

書いたとかの声を聞きます。そうしますと、2 年に一度行う作品展

に娘さんもご主人も一緒に見に来てもらったり、何か私の想像以上

に絵本の持っている力が家族を結びつけたり、きっかけづくりにな

っているんじゃないかと思っています。 

 

西邨議長   ありがとうございます。 

 最後に私も、出身はスポーツ団体となってますが、枚方体育協会

の役員をやってます。もともと体育協会に所属する加盟団体のソフ

トボールの協会を、発足当時からお手伝いをさせていただき、今年

35 年になります。 

 小学校のソフトボールはもう残念ながら、学校教育の内容が見直

されまして、学校の授業にソフトボールが十数年前になくなったか

と思います。授業中のソフトボールがなくなったおかげで、学校で

はやらない。学校でやらなければ当然市でもやらないということ

で、枚方市子ども会連合会ですか、僕らは市子連と言っていました

けれども、市子連の大会もなくなりました。 

 私たちがソフトボールをやったころには、各小学校で予選をやっ

て、一番強いチームが枚方市の大会に出てきてというような大会を

やっていましたが、残念ながら、教育方針が変わってきたせいか、

小学校のソフトボール人口というのはすごく減っています。 

 今現在頑張っていただいているのが、昔やっていたお父さん、お

母さんが子どもさんたちを教えて、自分の子が卒業しても他のお子

さんを面倒見ていただいているというチームが、枚方には何チーム

かあります。西田委員がおっしゃっていた高齢者の方が、やはりパ

ワーがありまして、枚方もどんどん高齢化しまして、一番最年長が

村野サプリでお世話になっていて、真っ赤なユニホームを着て頑張

っているチームです。そこが多分、今年平均年齢６９歳だと思いま

す。チームの人数が６０人くらいおいでになるんです。去年１年間

に１２０何日練習しましたと言っている方がおいでになります。そ

の方たちが遠征に行かれるときは、僕はできるだけお手伝いをする

ようにしています。 
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楽しくいつまでもソフトボールしてもらおうと思ったら、できる

だけ経費のかからないような形でお連れしたいなと思ってまして、

枚方の友好都市、四万十市にも非公式ですけれども、３年に１回の

定期交流やっている間に、そのチームたちが交流したいということ

で、四万十さんにお伺いしたりというのをやっています。今現在枚

方では、小学校から大人まで、約７５チームぐらいを毎年総体でさ

せていただいていまして、地域でつくられたチームがあるんです。

聞いてみると、サッカーをしている子どもたちを送った後、お父さ

んたちが何かしようと、ソフトボールチームができましたと。お子

さんとのつながりで地域の交流が広がってくるというのが、すごく

いいなと思っています。そっちの面もやっていきたいです。 

それからもう１つは、有料型、総合型の地域スポーツクラブとい

うのをやっています。多分、ほとんどご存じないと思うのですけれ

ども、枚方ＨＫＣ、キングフィッシャーズスポーツクラブ、カワセ

ミが市の鳥でして、カワセミの洋名が魚とり名人、キングフィッシ

ャーというのです。そちらの名前からとりまして、枚方キングフィ

ッシャーズスポーツクラブというのですけれども、そのスポーツク

ラブでは定期的な行事があるのです。自動車の教習所みたいに時間

割がありまして、そこのメンバーに入っていますと、テニスしたい

なと思ったらテニスの枞を探しに行って、会員証を持っていった

ら、いつでもできるんです。それで、その横でバレーボールやって

いるとかという日があるんです。そうすると、お父さんたち、お母

さんたちはテニスで、お子さんがバレーボールを教えてもらって

別々に活動して帰られるというのもあります。今、メンバーが６５

０人ぐらいおられます。若い子からお年寄りまで、僕らは、運動を

してもらって、いつまでも元気に活動してもらう場を提供する活動

をしています。 

 各委員さんから、ご意見等ございますでしょうか。あるいは事務

局のからはいかがでしょうか。 

 

西邨議長   何かお気づきの点ございましたらご発言をくださいということ

なので、事務局はどうですか。 

 

〈事務局〉  そうですね、ちょっと時間の都合もありますので、事務局は本日

は控えさせていただきたいと思うのですが。 

 

西邨議長   ということですので、また次回によろしくお願いをしたいと思い

ます。特に委員さんのほうはよろしいでしょうか。 

 それでは、先ほども申しました、本日は両委員さんからのご報告

をもとに、各委員さんからのご意見等、ざっくばらんにお話をして
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いただけたかと思います。皆さんからのお話、あるいはご提案をい

ただいたことをもとに、私議長、あるいは副議長と事務局とでもう

一度協議をさせていただいて、２４年度、どういう方向で、皆さん

方と会議を進めていくかということをお預かりをしたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

西邨議長   それでは、そのような方向で進めさせていただきます。 

 それから、本日の案件の４番目にその他とありますが、そちらに

移っていってよろしいでしょうか。 

 それでは、２月９日に臨時の社会教育委員会議を開催されると事

務局から聞いております。その臨時の社会教育委員会議の議題につ

きまして、その内容、あるいは教育委員会の管理運営事項に当たる

機構改革についてということです。 

 ただいまより、事務局から説明をしていただくので、現時点にお

いて、意思形成の途中であるという事柄から、枚方市情報公開条例

６条６号により、ただいまより非公開で実施したいとのことです。

各委員さんにつきましてはよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

西邨議長   それでは、枚方市情報公開条例第６条第６号、市の内部又は市と

国等の間における審議、協議、検討、調査研究その他の意思形成を

適正又は公正に行うことに著しい支障が生じると認められるもの

は、当該情報の公開をしないことができるという規定に合致してお

ります。 

 よろしいですか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

西邨議長   はい、ありがとうございました。 

 それでは、この後非公開とさせていただきますので、まことに申

しわけございませんが、本日傍聴をいただいております方につきま

しては、ここでご退席をお願いしたいと思います。よろしくお願い

をいたします。 

 

〈傍聴者退席〉 

 

西邨議長   では、お手元に資料が届いたかと思います。事務局から説明をお
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願いします。 

 

〈事務局〉  それでは、臨時の社会教育委員会議についてご説明いたします。

２月９日午後４時より開催させていただく臨時の社会教育委員会

議の案件内容につきましては、「枚方公園青尐年センターを市長部

局に移管することについて」を予定いたしております。 

 平成２４年度の教育委員会の機構改革につきましては、「教育に

係る課題に対応し、より機能的な組織体制の整備を図ること」を目

的として実施を予定しておりまして、主な内容といたしましては、

子育てと青尐年施策について、市長部局が統括的に執行するという

ものとなっております。 

 具体には、現在、教育委員会で所管している青尐年の健全育成に

係る事業、放課後における児童の健全育成の観点から実施している

留守家庭児童会室事業、枚方子どもいきいき広場事業などを市長部

局に移管するというもので、それにあわせて、枚方公園青尐年セン

ターにつきましても市長部局に移管する内容となっております。こ

の枚方公園青尐年センターにつきましては、第３１期社会教育委員

会議より平成２２年３月３０日に、「枚方公園青尐年センターのあ

り方について」という答申をいただいております。答申はお手元に

お配りいたしております。 

 今回予定されております市長部局への移管に際しましては、いわ

ゆる組織がそのまま移管されるというもので、青尐年センターの施

設の目的や趣旨が変わるものではありません。 

 したがいまして、市としましては、この答申に示された主催事業

の取組も参考にさせていただくなど、今後も施設の活性化に努めて

いく考えです。 

 なお、機構改革の詳細につきましては、次回２月９日の臨時会議

におきまして資料をお示しさせていただき、趣旨説明をさせていた

だきます。その上で、委員の皆さんから改めてご意見をいただきた

いと考えております。 

 本日の説明はこの程度に留めさせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

西邨議長   はい、ありがとうございました。 

 今、事務局のほうから説明していただきました。文章的にきっち

りと言っていただきましたが、おわかりいただけましたでしょう

か。大丈夫ですか。何かこの件に対して、事務局にご要望等ござい

ましたら、今のうちに。 

 私からは、できましたら機構改革後の組織について、フローチャ

ートのようなわかりやすい機構図等が、９日の日に提示していただ
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けるような段階であればお願いいたします。 

 

〈事務局〉  次回の会議に公開ということでお願いします。現時点では、この

お話については非公開内容ということでよろしくお願いします。 

 

西邨議長   事務局から何か連絡はございますでしょうか。 

 

〈事務局〉  先日、委員の皆様にもお知らせいたしました件で、平成２３年度

北ブロック社会教育委員連絡協議会の研修会が、来週月曜日、２月

６日午後１時３０分から、茨木市立生涯学習センターで開催をされ

ます。 枚方市からは西邨議長、石塚副議長、加堂委員と事務局２

名とで出席いたします。 

 この北ブロックの研修会につきましては、来年度の担当が枚方市

となっておりますので、今回、閉会のあいさつを西邨議長が依頼を

されておられます。また来年度、枚方市でどのような研修内容にす

るかということについては、また、これから新年度検討をしていき

たいと考えておりますので、その節はどうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

西邨議長   はい、ありがとうございました。 

 それでは、本日の案件は以上ですべて終わりました。これで第２

回の社会教育委員会議を終わりたいと思います。長時間ありがとう

ございました。 


